
1 基本情報

・ 科学技術振興センターの使用の許可に関すること
・ テクノプラザ本館の維持管理に関すること
・ 利用者への便宜の供与に関すること
・ 利用の促進に関すること

2 利用状況を把握するための指標 3 平成２８年度の収支状況 （単位：千円）

4 前年度の評価員会議の主な意見及び対応

平成２８年度指定管理者評価結果票

所     管     課 商工労働部新産業・エネルギー振興課

評価対象期間 平成28年4月1日～平成29年3月31日

指 定 管 理 者

名     称 株式会社　三和サービス

構 成 員 　－

所 在 地 岐阜市西鶉１－５２

指定期間

施 設 概 要 
名     称 岐阜県科学技術振興センター

所 在 地 各務原市テクノプラザ１－１

平成２７年４月１日 ～ 平成３０年３月３１日

指 定 管 理 業 務 の 内 容

指標
利用者数
（単位：人）

収  入  計 80,184

利 用 料 金 8,072
Ｈ２６ 22,529

指定管理料 71,574
Ｈ２７ 23,667

そ   の   他 538
Ｈ２８ 24,257

支  出  計 79,225

人   件   費 16,263

施設管理費 60,588

そ   の   他 2,374

差   　　　　　　  引 959

納　　 　付 　　　金 －

前年度の評価員会議の主な意見 対応状況

・夏休み（「わくわく夏休みinテクノプラザ」）に年間イベ
ントが集中している。その他の期間にもイベントが開
催されると良い。

・冬休みに小学校高学年向けイベント「わくわく冬休み」inテク
ノプラザを開催
・わくわくプログラミング教室を定期開催

・年間を通じてテクノプラザの利用が増えることを望
む。

・平成28年度の会議室等年間利用者数は24,257人で前年度
比約2.5％増、利用率は30.7％で前年と同率
・月別利用率は、平成27年度は23.6％～44.7％であったのに
対し、平成28年度は24.2％～39.9％と、閑散期の解消が進展
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5 評価員会議による評価結果

＜評価基準＞

6 県による評価結果

＜評価基準＞

評      価      項      目 
評価点
(平均点)

評価員の主な意見

管理基準の充足状況 3.5
・前年度より利用者も増え、対応も適切になされている。
・場内は毎回よく整備されており感心する。
・人員削減など、支障のない範疇での努力が評価できる。
・利用者からの意見等に適切に対応されている。

設置目的の充足状況 3.3
・子どもだけではなく、大人の利用も増えてほしい。
・１～３月の利用者増が全体の底上げとなり、良い流れにつながってい
る。
・利用者数の増加、図書の貸出し増が評価できる。

４ 協定書等に定める水準を上回る管理運営がなされている

公共性の確保の状況 3.5
・色々な面でかなり努力されている。
・全員が岐阜県内から雇用されており、評価できる。全体的に良い傾向
にある。

経営状況 4.0 ・かなり努力されている様子がうかがえる。
・利用料金収入増に努めている。

派生的効果 3.5

・小学生中心だけではなく、中学生・高校生が参加できるイベントを企画
できるとよい。
・かなり周知されてきたようであり、県にとっての経済効果及びパブリシ
ティ効果もある。
・「わくわく夏休み」、「わくわく冬休み」は引き続き実施をお願いする。

５ 定書等に定める水準を上回る管理運営がなされており、かつ特筆すべき実績・成果を上げている

３ 協定書等に基づき、適切な管理運営がなされている

２ 協定書等に基づき、概ね適切な管理運営がなされているが、一部に更なる工夫や改善を要する

１ 改善を要する

最終評価 評価の考え方

A
・自主事業によりイベントを開催し、施設の認知度向上を図ることにより、利用者の増加につなげてい
ることが評価できる。
・利用者の要望や意見に対し、きめ細やかな対応を行っており、利用者満足度が高い。
・設備の老朽化も見られる中、適切な維持管理を行っており、特段の問題も発生していない。

S 優れた管理運営がなされており、かつ十分な実績・成果を上げている

A 優れた管理運営がなされている

B 適正な管理運営がなされている

C 改善を要する


